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ABSTRACT
大阪府立大学 工業高等専門学校で は,教 育改善の一環 として2009年よ りティーチ ング ・ポー トフォ
リオ作成 ワー クシ ョップを開催 して いる.既 に作成者数 も本校教員 の過 半数 を超 えるよ うになった.こ
の度,テ ィーチ ング ・ポー トフォ リオ作成者 を対象 として,2012年3月上旬 に3日 間のアカデ ミック ・
ポー トフォ リオ作成 ワー クシ ョップ をテ ィー チング・ポー トフォ リオ作成 ワー クシ ョップ と同時 に開催
した.本 稿 では,ア カデ ミック ・ポー トフォ リオ作成 ワー クシ ョップの概 要 を報告 し,ワ ー クシ ョップ
参加者 の感想 をメン ター及び メンテ ィー の立場か ら述べ る.最 後にアカデ ミック ・ポー トフォ リオ にお
ける一番 重要 な視 点であ る統合 の考 え方 につ いて考察す る.
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1.は じめに
大阪府立大学工業高等専門学校(以 下,本 校 と略す)
は教育改善の一環 として2009年よりティーチンング ・ポ
ー トフォ リオ(以 下,TPと略す)の 作成に取 り組んでい
る[1].これに対 してアカデ ミック ・ポー トフォリオ(以
下,APと略す)と は,「教育,研 究,サ ービス活動(社 会






を踏襲 して,本校で単一教育機関内AP作成 ワークシ ョッ
プ(以 下,WSと略す)を 開催 したので報告する.
2.アカデ ミック ・ポー トフォリオについて
2012年8月20日 受 理
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高等教育機関の教員は,毎 年度末に 「教員業績評価報
告書」等の,い わゆる 「業績 リス ト」を提出させ られる
ことが多い.ま た,公 募時はもちろん,昇 任時にも同様
の書類の提出を求められることが多い.こ れ らの 「業績
リス ト」は,教 育,研 究,サ ー ビス活動の項 目がそれぞ
れ独立になっている場合が多く,単 なる 「業績の一覧」
といった感がぬ ぐえないが,APは異なる.APの一般的な
構成 を表1に 示す.序 章で 「所属機関の使命 とビジョン
をどのように支えているか」について記 した後に,教育,
研究,サ ービス活動 それぞれについて,「なぜ,こ の研
究を行っているのか」「なぜ,こ のサービス活動を行って
いるのか」 といった理念に相 当するものを含めて記す必
要がある.この うち,教育部分に特化 して記 したものを,




APの最大の特徴は,教 育 ・研究 ・サー ビス活動,互 い
の連携 ・寄与について考察する 「統合」の章にある.ま
た,こ れまでの成果か ら最 も自分が誇 りに思 うものを3
つあげて記す こともAPの大きな特徴である(これは,教
育1つ,研 究1つ,サ ービス活動1つ と決まっているわ
一71一




























































催 しなければならない.そ れ とは別に ㌍ 作成WSも開催
するとなれば,運 営側の負担が大きくな りすぎる.で き
ればTP作成WSとAP作成WSを同 日程で開催することが
望ましい.




成 してお り,事前にTPを更新 し凝縮できる」ことを参加
資格とした.TPの更新 と凝縮は,TPを作成 した後に更新
していない方には少 し時間がかかる作業になるが,WSに











ものの,後はほぼ同 じである.TP作成WSと同 じく最終 日
には,作成 したAPの理念や教育方法等をA4サイズ1枚
の紙 レジュメを用いて発表 した.そ の際,教 育,研 究,
サービス活動の互いの連携 ・寄与が良くわかるように,
教育 ・研究 ・サービス活動,そ れぞれを表す3つ の円を
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重ねた 「APシー ト」 と,目標を記す ことを必修 とした,
阿南高専 も3月9～ll日にAP作成WSを開催 し,2名が




















午 個人 ミーティン 個人 ミーティン
前 グ(2) グ④
AP作成作業 AP作成作業
午 オ リエ ンテー シ 個人 ミーティン 朗作成作業
後 ヨン グ(3) プレゼン準備
APシー ト作成 AP作成作業 APプレゼンテー








せ)る ためのいくつかの仕掛けが用意 されていた.そ の
一つがWSへの参加資格で もある 「TPの更新 と凝縮」であ
る。 「更新チ ェックシー ト」なるものが準備 されていて,
どの項 目をどのよ うに変更 しそのエ ビデ ンスは何かを
働 形式で確認 させて くれる.私の場合,この極めてスマ
ー トな方法により,WS開催前にAPを構成する 「教育」部
分をほぼ完成させることができた.TP作成時の生みの苦
しみを考えると,こ の時点で 「今回はなんとかやれそ う
だな」とい う前向きな気持ちになれたことを覚えている,
次の仕掛けは 「岬 スター トア ップシー ト」である.こち
らはAPの構成要素(表1)を盛 り込んだ{泌 で,体系的 ・
系統的に物事を進めたい私のような人間にとっては大変
有難いツールである.「ん?」 と思 うような難問には ト書



























年3月 に作成 した.私 が作成 したTPは,大阪府立大学高

















究」と 「サー ビス(校務分掌)」は独立 しているはずもな
く,学生へのキャ リア支援が根底にあると私は考えて行
動しているか らだと思 う.TPを作成 した時も今回APを作
成した時もTPやAPを作成 したことに特別な意義を感 じ
ることは,出来なかった.た だ し,TPを作成 したことに
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よって,メ ンターとして函館高専のキャラクタの濃い先
生との素晴 らしい出会いがあり,様々な教育上の感化が














ということを真っ先 に感 じた.大 学に戻って,す ぐに今
回のAP作成WSの 申込みを行った.大 学教員の本務は教
育 と研究であ り,その どちらに偏 りすぎてもいけない.
また,組 織に所属 している以上,組 織の利益に則するこ
とは当然であ り,さ らに,教 育と研究を通 して習得した
有益な情報は,で きる限 り広 く社会に還元 され るべきで
ある.これ らのことを総合すると,APを作成 しない理由
が見つか らない.こ のような背景か ら,今回のワークシ
ョップへの参加 となった.




作成 には大変悩み苦戦 した.大 きな紙に付箋を貼 りなが
らブ レス トする作業はまさに産みの苦 しみであり,予定
の時間を大幅に超過 してようやく方向性が見えて3つ の
円ができあがった.し か し,その中心はぼんや りしたま
ま個人 ミーテ ィングに臨んだ 今回もTP作成WS同様,
メンターのナ ビゲー トに救われ,自 分 自身が気づいてい
ない部分をさりげな く掘 り起こして頂いた.個 人 ミーテ
ィングを通 して,無 意識に行っていることにも意味づけ
ができたり,個 々の取組に共通するキー ワー ドに気づか
された りと,個人 ミーティングが果たす役割 とそれがも
たらす成果は想像を遥かに超えるものであった.
北陸地区はTP/AP後進地域である.自 身の大学でも
TP/APの普及にはまだ多 くの時間を有するか もしれ ない
が,地 道に気長にその良 さを説いていきたいと考えてい
る.
櫻井健二 事前課題である 「TPの更新および凝縮」 と
「APスター トア ップシー トの記入」は苦労 した一つであ
る.一年間の活動で 「教育の成果」は更新 され,「教育の
方法」や 「教育の改善」にも手を加 えているので,そ れ





て」の項 目は自身の活動を振 り返ることが難題 であった.
その理由として,普 段から三者を意識的に関連させて活












ともあ り,二つずつの連携 ・寄与(教 育と研究,研 究 と
サービス活動,サ ー ビス活動と教育)が イメージできる
よ うになった.し か し,三者の統合(三 つの円の重なる
中心)を イメージすることはできていなかった.三 回 目
の個人メンタリングにおいて,メ ンターか ら 『三者の統
合はコアを考えることである』『統合は収束でなく,コア
から広がっていくイメージ』 とのア ドバイスによって,
三者の連携 ・寄与を意識 してイメージが膨 らんだ.さ ら
に,「特筆すべき三つの成果」と 「大学教員としての三つ
の目標」を明確化す ることによって,三 者の統合にシ ッ
クリくる言葉を見つけることができた.この言葉はAPシ
ー トを作成 した際には想像 もしていなかったものである
が,結 果的に 自分 自身のコアな部分を鮮明にす ることが
できて,私 自身が一番驚いている.






作成 ミニワークの講師(2回)を任 され,今 回参加 させて
頂いたAP作成WSの復命を兼ねた拡大教授会でのFD活動
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報告を行 うこともできた.こ れ らによってTPやAPに興
味を持つ教員が増 えているだけではなく,事務職員か ら
は,SD(StaffDevelopment)に応用できないかとの相談




活動を見直 し,今後の指針を得た.今 回,大 学人 として
の活動を総合的に見直し今後に生かすAPがあることを知
り,ワークシ ョップに参加 させていただいた.
まず,事 前にTPの更新 ・凝縮作業を指示 された.
初 日,オ リエンテーシ ョンで,メ ンターから 「AP作成
においては教育,研 究,サ ービス(運 営 ・社会貢献)を
統合 し,それ ら三つを貫 く"核"を 見出すことが重要」,
などの説明を受けた.そ の後,APチャー ト作成 し(1m四
方程度の大きな白紙に,教 育 ・研究 ・サービスの三つの
円を一部重ねて大きく描 き7つ のエ リアを作る.次 に 自
分の実績 ・工夫 ・方法や目標を思いつ くまま付箋にた く
さん書き上げ,該 当するエ リアに貼 る.),これ をAP作成
の材料とした.個人 ミーティングでは ㌍ チャー トを題材
に各々の項 目をもう一度深 く見直 した.ど こにこだわ り
があるのか,そ れはなぜか メンターの指摘を受けてAP
作成作業を進め,深 夜第一稿をメンターに送信.
二日目は昨晩提出した 鯉 第一稿か らスター トし,完成
度を上げる.昼 食までに一度個人 ミーティング.サ ー ビ





分の経歴(研 究歴,職 歴,恩 師の教え)と 繋が りがない
か検討.あ るいは自分の生活環境,職 場環境 との関わ り
も考察 メンター 自身がAPを作成 した際にとりあげた例
も教えてもらい参考にす る.`核'をおぼろげなが らも(ま
とまっていなくてもよいので,と にか く文言に表 して),
ある程度まとめ,メ ンターに第二稿を深夜に送信.
三 日目,最終 日の個人 ミーティングは主にキーワー ド,
エ ビデ ンスに注意 して言葉の使い方 も統一 し形を整える





るメンティー,大 阪府大高専教員 との質疑応答を通 じ,
刺激を受けると同時に,研 究 ・教育に参考になる方法も
















を作成 してか ら3年,自 校でのWSを企画 ・運営す ると同
時に,高 等教育機関や学協会 における講演,学 会誌や研
究紀要への投稿,大 学教育GPへ の申請,書 籍の執筆等,
校内外におけるTPの普及を目指 し,いろいろな活動を行
ってきた.APは,2008年同僚教員(中 谷)が 作成 したこ
とにより,早い時期か ら存在 を知ってはいたが,自 らが
作成することには二の足を踏んでいた.そ れは 自分の活
動において 「教育 ・研究 ・サービス」のバランスが悪く,
かつバラバ ラであることを自覚 していたからであ り,AP
の特徴である 「教育 ・研究 ・サー ビス」における互いの
連携 ・寄与を見いだせ る自信がまった くなかったためで
ある.しか し,本校におけるTP作成者が過半数 を越え,
TPWSにおける本校教員の割合が低下しつつある現実を見
て,次のステップとして早 くAPに取 りかか らないといけ
ない,そのためにはまず 自分がAPを執筆 しなければいけ
ないと覚悟を決め,2012年1月4～6日に大学評価 ・学位









はあったが,メ ンティーが皆 さん優秀で事前課題や初 日
のAPシー ト作成に真摯に向き合っていただいた結果,3
名 ともWS中に教育 ・研究 ・サー ビス活動の中心部を貫 く
"核"を見つけられた
.メ ンター としての役 目を果たせ
て,ほ っとしている.
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三相図を作成 してもらった,一 番困難であったと感 じた
のは3つの領域が重なる部分,いわゆる統合であった.「統




で,自 分の今の立ち位置を再確 認 し,これからの活動の
方向性 を再認識することができると思われる.
5.APにおける統合
前述 したようにAPの最大の特徴は,教 育 ・研究 ・サー
ビス活動,互 いの連携 ・寄与について考察す る 「統合」
の章にあると述べた,
図1APに おける教育 ・研究 ・サー ビスの相関図
参考文献[2]によると 「多くの教員には,自分の大学教員
としての専門的な活動をつなぎ合わせ,張 り巡 らされて
いる糸の様子がわかっている,教 員の教育 と研究 ・学究
活動は相互に絡み合い,そ の両方が教員のサー ビス活動
に貢献 している,…(中 略〉… これ らのいずれの例
においても,そ の教員の教育,研 究 ・学究活動お よびサ







活動の核が何か と突き詰めると,実は統合 とい う視点で







拡張版 としての位置付けである.オ ース トラリアやアメ






関の教員として自らの振 り返 りができ,目 標を自ら設定
することができるため,そ の後の教育 ・研究 ・サービス
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